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３ 総合的な探究の時間の取組 

 

(1) インターンシップ  

① 目的 

ア 働くこと、生きることの尊さを実感し、勤労観、職業観を醸成する。 

イ 進路選択への積極性を醸成する。 

ウ 学習意欲の向上をはかる。 

エ 「基礎的・汎用的能力」を育成する。 

② 対象生徒 

１学年 33 名 

③ 活動の概要 

ア 実施の流れ 

７月 18 日（火）〈探究 1 時間〉 □事前学習 インターンシップ説明 

７月 24 日（月）        □希望調査 

10 月〈探究 4 時間〉    □目標および課題設定 □事業所への電話連絡 

   □履歴書書き 

11 月９日（木）～10 日（金） □インターンシップ 

11 月 13 日以降        □事後学習 振り返り・礼状書き・報告会準備 

12 月７日（木）   □インターンシップ実施報告会 

イ 令和５年度 実習先一覧 

・国際協力機構（JICA）北海道センター（帯広） 

・社会医療法人北斗 十勝リハビリテーションセンター 

・公益財団法人北海道医療団 介護老人保健施設とかち 

・医療法人徳洲会 帯広徳洲会病院         ・大樹町老人デイサービスセンター 

・社会福祉法人大樹福祉事業会認定こども園たいき認定こども園 

・帯広大谷短期大学付属音更大谷幼稚園     ・森のスパリゾート 北海道ホテル 

・ベルクラシック帯広                     ・ホテル大樹 

・音更町図書館              ・大樹町図書館 

・大樹町役場                             ・大樹町農業協同組合 

・有限会社 林自動車整備工場             ・髙堂建設株式会社 

・岡書 帯広イーストモール店              ・ジョイフルエーケー帯広店 ペットワールド 

・ライトオン イオン帯広店          ・ばんえい十勝調教師 

・食堂このみ                           ・池下産業株式会社 Bay Lounge COFFEE 

・ラーメン飯店大将                  ・和風イタリアンちょっと 

ウ 事前学習 

〇 目標および課題設定 

７月に生徒向けガイダンスを実施した。インターンシップの目的について、企業は高校生にど

のようなことを望んでいるのか・求めているのか。そして今後の流れやインターンシップ実施報

告会について確認し、生徒それぞれが目的意識を持って臨むことを丁寧に指導した。「職業観を

身につける」「仕事の普段見ない一面をしっかり理解する」など、「働くことの意義」について考

える時間を設けた。 
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〇 事業所への電話連絡 

目的を定めた上で、初めての直接的なやりとりとなる電話連絡（アポイントメント）を実習先

ごとに実施した。インターンシップ当日までの事前準備や、当日のスケジュールを電話を通じて

各生徒が行うことで、インターンシップに参加する実感を持ち始める。生徒はよい緊張感を持っ

て丁寧に、真剣に取り組むことができていた。 

〇 履歴書書き 

電話連絡と並行して、実習先に提出する履歴書の作成も実施した。３年次で進路に関わる公的

な文書を作成する生徒が大半であることを鑑みて、１年次より「美しく丁寧に、正しい言葉遣い

で」履歴書をまとめるということを心がけながら指導を行った。 

エ インターンシップ 

11 月９日(木)～10 日(金)の２日間にわたるインターンシップは、各実習先ごとに集合場所・集合

時間が異なるため、それぞれが電話連絡で確認した内容を基に各自で実習先まで赴くところから始

まる。教員は巡回のみとなるため、それぞれの生徒が活動した内容は、「実習日誌」という形で記録

として残るようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

オ 事後学習 

〇 実習先への礼状作成 

     実習後は、お世話になった実習先に対して礼状を作成した。履歴書書きでの学びを生かし、丁

寧に書くことがしっかりと身についている生徒が多くみられた。 

〇 報告会に向けたプレゼンテーション資料の作成 

「情報Ⅰ」の授業を活用し、報告会に向けたプレゼンテーション資料の作成を実習先ごとに行

った。相手に伝わる表現方法を身に付けることを目標としてそれぞれが工夫し、パワーポイント

や説明台本をしっかりと作りこむことができた。 
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カ 報告会 

12 月に活動の集大成として、御協力いただいた実習先・保護者に案内を出し、本校体育館にて報

告会を実施した。１年生にとっては高校生活の中で最も大きな舞台での発表の場となった。実習先

ごとに体験した内容を発表し、さまざまな職業に対する見聞を深める時間を作ることができた。 

④ 成果及び評価 

高校１年生段階においては、卒業後の進路がまだ定まっていない生徒がほとんどである。２日間と

いう長時間にわたる実習を通じ、普段見ることのできない仕事の一面を肌で感じることのできる体験

プログラムとなっている。インターンシップを通じ、「働くこと」の意義や、職業に対する理解が深ま

り、その後の進路活動に生かされている。 

⑤ 今後の課題 

    生徒の希望する企業を、「令和４年度（2022 年度）十勝管内公立高等学校インターンシップ受入事

業所一覧」を参考にし、企業を決定した。11 月という時期では受け入れが厳しい企業や、1 年生の後

期の実施時期ではまだ社会性が身に付いていない生徒もいて、この時期の実施について検討していく

ことが課題である。 

 

(2) 台湾見学旅行 

① 目的 

ア 集団生活を通して、ルールを守ることの大切さを学び、自己管理する力を養う。 

イ 仲間との交流や、学校交流を通して、人間関係形成の力を養う。 

ウ 自ら積極的に学ぶ姿勢を持ち、国際社会の一員としての自覚と資質を養う。  

エ 他国の生活文化を尊重・理解すると共に、日本の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

② 対象生徒 

    ２学年 27 名 

③ 活動の概要 

ア 行程 

10 月 17 日(火) 大樹-台北 

台北 

大樹高校-新千歳空港-台湾、桃園空港へ移動 

士林夜市見学 

10 月 18 日(水) 台北 忠烈祠見学 

故宮博物院見学 

台北-高雄へ新幹線を利用して移動 

10 月 19 日(木) 高雄 パイナップル狩り体験 

仏陀記念館見学 

義守大学日本語学科生徒との交流(日本文化の紹介) 

大樹區表敬訪問 

10 月 20 日(金) 高雄 自主研修(義守大学日本語学科学生とともに) 

高雄-台北へ移動 

10 月 21 日(土) 台北-大樹 台湾、桃園空港-新千歳空港-大樹高校へ帰着 
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イ 事前学習 

〇 教科等横断型授業の実施(９月 15 日、９月 26 日) 

      台湾見学旅行の実施に向けて、事前学習として「たいわんＤＡＹ」を設けて、さまざまな教科

の観点から、台湾について学ぶ教科横断型授業を実施した。 

    

社会科 ワークシートを使用しながら、台湾の政治、経済、歴史、気候、地理について学びを深

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

   理 科 台湾の植物である「愛玉子(オーギョーチ)」の種子が、水の中に入れるとゼリー状に固

まる仕組みについて、科学の観点から実験等を交えて学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

音楽科 台湾の歌である「望春風」を、歴史や言葉の文化を紐解きながら学び、実際に歌唱した。 

 

 

 

 

 

 

 

   英語科 ＡＬＴとの交流を通じ、「海外旅行において役に立つ英会話」をテーマにロールプレイを

交えて学んだ。 
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家庭科 帯広調理師専門学校から講師をお呼びして、台湾の代表的な食べ物である「ルーロー飯」

の調理実習を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 義守大学学生とのオンライン交流、自主研修行程のプランニング 

      台湾見学旅行において、現地の義守大学日本語学科の生徒と交流する機会を設けている。交流

前の顔合わせと、現地における自主研修の打合せとして、オンライン交流を実施した。高校生が

事前にインターネットで調べて作成した自主研修の行程表を基に、実現できるかどうか、よりよ

い行程はあるかなど、各班で打合せを行った。 

 

 

 

 

 

    

 

 

〇 義守大学学生に向けたプレゼンテーション準備 

台湾見学旅行において、大学生との交流の一環として、日本文化について、本校生徒が大学生

に向けてプレゼンテーションするプログラムを準備した。実施する内容の検討、必要物品の準備、

プレゼンテーションの練習等を実施した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

〇 手作りお土産作成 

      現地では、ガイドや大学関係者、帯同看護師等多くの方にお世話になることを踏まえ、手作り

のお土産を作成することとした。生徒がアイディアを出し合い、今年度は「菓子の箱を再利用し

たストラップ」を計 100 個ほど作成した。 
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ウ 見学旅行 

〇 義守大学学生との文化交流(10 月 19 日) 

義守大学日本語学科の１年生総勢 100 名に対して、３つのグループを準備して日本文化につ 

いてのプレゼンテーションを実施した。 

・ グループ①「茶道・書道」 

「書道」グループにおいては、大学生に実際に筆を持って頂き、事前に準備しておいたお手

本を基に、「ひらがな」「漢字」を半紙に書いて頂いた。筆の使い方や、書き方について本校生

徒がその場でレクチャーするなど、コミュニケーションを取りながら活動する姿が見られた。 

「茶道」グループにおいては、日本から持参した抹茶やお菓子を振る舞った。茶筅・茶碗も

準備し、大学生に実際に抹茶をたてていただいた。 

・ グループ②「日本の遊び」 

   「日本の遊び」グループにおいては、「とんとん相撲」「福笑い」「手遊び」「独楽まわし」等、

いくつかの交流ブースを設け、レクチャーをしながら大学生と一緒に遊びを体験していただい

た。身振り、手振りでコミュニケーションする他に、日本語が分からない学生にも分かりやす

いようにイラストや、Google 翻訳を活用した説明文を添付してあるレクチャー用のシートを使

用するなど、工夫が見られた。  

・ グループ③「日本のマンガ、アニメ」 

    「日本のマンガ、アニメ」グループにおいては、大学生と一緒にキャラクターの塗り絵をす

るチームと、日本のキャラクターに関するクイズを実施するチームに分かれて活動した。「どん

なアニメを普段見ていますか？」など、会話のキャッチボールをしながら活発に活動する姿が

見られた。 
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〇 自主研修(10 月 20 日) 

   ６つの班に分かれ、台湾で第２の都市と呼ばれる高雄市内を義守大学学生と散策した。事前に

各班で作成した行程を基に、地下鉄やタクシー、フェリー、レンタサイクルなど、さまざまな公

共の乗り物を利用しながら半日行動し、台湾の文化や食、風土に触れた。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 台湾 観光地見学 

４泊５日の行程の中で、計５箇所の観光地を巡り、台湾の文化に触れる機会を設けた。それぞ

れの観光地で、台湾の文化や歴史に触れ、日本文化との違いを体感する機会を持った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

台北・士林夜市(10/17)       台北・忠烈祠(10/18)       台北・故宮博物院(10/18)                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高雄・仏陀記念館(10/19)           高雄・パイナップル狩り(10/19) 
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〇 大樹區表敬訪問(10 月 19 日) 

大樹町は平成 27 年より、台湾の高雄市大樹區(だいじゅく)と友好交流協定を結んでおり、今回の

見学旅行においても区役所を表敬訪問し、交流を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

エ 事後学習 

〇 見学旅行報告会(11 月 27 日) 

      見学旅行の事後学習として、「見学旅行報告会」を本校体育館にて実施した。見学旅行終了後、

パワーポイントを使用したプレゼンテーション資料の作成を、情報科と連携して行った。次の４

点について、班ごとに発表を行い、活動全体のふりかえりの機会を持った。 

・各研修班による自主研修報告   ・義守大学との交流に関する報告 

・観光地に関する報告       ・大樹區表敬訪問報告 

 

 

 

 

 

 

④ 成果及び評価 

    見学旅行を実施するにあたり、４つの目標を掲げてさまざまな活動を行ってきた。結果的に、それ

ぞれの目標をしっかりと達成できたのではないかと考える。 

見学旅行の行き先を生徒に伝えた年度当初は、「海外に行くのは不安だ」「国内が良い」「言葉や食事

の壁がある」など、否定的な意見が多かった。しかし、すべてを終えてみると、台湾への渡航に対し

て肯定的な意見が非常に多くなった。肯定的な意見が増えた理由は生徒それぞれであるが、事前学習

から報告会に至るまでの過程で、生徒一人一人がそれぞれの視点で、「台湾」について理解を深めるこ

とができたのであろうと考える。 

10 月の渡航までに、教科を横断した事前学習や現地大学生との交流のための準備、さらにはＩＣＴ

を活用したオンラインでの現地交流を実施したことで、生徒達は「なぜ見学旅行で台湾に行くのか」

をよく考え、旅の目的を意識しながら積極的に学びに向かうことができた。渡航前にさまざまな視点

から学びを深めることで、旅行に向けて気持ちを高めることができ、さらには旅行中にも事前学習で

の学びを生かすことができていた。 

台湾での旅行中、多くの場面で日本との文化の違いやそれぞれの国のよさ、課題等に触れることが

できた。さらに、旅行中現地ガイドや現地大学生との交流を通し、「人のあたたかさや優しさを感じる

ことができた」という評価をしている生徒も多かった。 

報告会において、それぞれの班が旅行で得た経験について、生き生きと発表することができた。 
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⑤ 今後の課題 

    新型コロナウィルス感染症の影響で、見学旅行の渡航先が過去３年間国内となっていたところ、今

年度は状況を見ながら台湾への渡航を実施することができた。３年間の隔たりで、大学との連携や旅

行行程の調整についても多くの時間をかけることとなった。今後も、国際情勢に合わせて渡航につい

て十分に検討しながら進めていく必要がある。 

    台湾への渡航は、ほとんどの生徒にとって「初めての経験」であるし、現地で得ることのできる体

験は生徒の視野を広げる上で、大変有意義である。より見学旅行の価値を高めるために、大学との交

流内容や事前学習の内容をしっかりと今後も検討していく必要がある。学年の活動に留まることなく、

生徒の３年間の成長過程の中に含まれる活動としての意義を見いだせるよう、よりよい計画・運営を

行っていきたい。  

 

(3) 進路強化研修 

① 目的 

    自らの今後の進路について集中的に探究することにより、自己についての理解を深めるとともに、

個々に応じた進路活動の取組を充実させる。  

② 対象生徒 

    ３学年 23 名 

③ 活動の概要 

    2023 年（令和５年）６月 26 日（月）に１日（６時間）かけ

て実施した。３学年生徒は、ア 大学・看護コース４名、イ 短

大・専門学校コース 13 名、ウ 就職コース６名の３コースに分

かれ、コース別に自らの進路活動に必要な取組を行った。以下、

コースごとに取組の概要を記述する。 

ア 大学・看護コースは、主要教科による試験が課される大学

や看護学校への進学を志望する生徒が対象である。必要な学

力を確認し、目標に到達するための学習計画を立案するため

の取組として、１・２校時に Benesse の高尾優希氏を講師とした「大学・高看進学のために必要な

勉強」と題する講演を聴講した。その後は講演の内容を踏まえて生徒たちに学習計画を立案させ、

教員のアドバイスを受けながら自学自習のやり方を考え、今後の実践につなげた。 

イ 短大・専門学校コースは、学校推薦型や総合型入試を利用する短大・専門学校受験志望者が対象

である。入試の際には志望理由書等の作文や面接が必要となるため、１・２校時には実務教育出版

の教材『基礎小論文 ワーク＆添削』を購入して小論文指導や自己 PR 作成指導を実施した。３・４

校時には学校法人三幸学園札幌入学相談室主任の山智之氏をお招きし、「面接で高評価を得る望ま

しい生徒像」と題する講演を行った上で、山氏の指導による面接実技講座を実施した。５・６校時

には本校教員による模擬面接を行い、それを生徒どうしで論評することで、自らの面接姿勢の改善

につなげる取組を行った。 

   ウ 就職コースは本研修以前に面接で頻出する質問について考察を進める取組を行っており、その成

果を踏まえて１校時に北海道教育庁十勝教育局進路相談員の八幡裕樹子氏による模擬面接指導講座

を受講した。さらに２～４校時は八幡氏のほか、大樹町商工会、大樹町農業協同組合の御協力を得

て模擬面接を実施し、面接態度や内容等を評価していただいた。５・６校時は帯広市のホテル日航

ノースランド帯広で開催されたジョブカフェ主催の合同企業交流会に参加し、十勝管内各企業の企
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業説明を受講した。 

④ 成果及び評価 

    本年度の生徒は概ね進路希望を実現することができているが、その結果に一定の寄与ができた研修

であった。②と③のコースはいずれも面接練習が中心であったが、23 名中 21 名が何らかの面接・面

談を経て合格を決めており、集中的に面接練習ができる機会をもつことには大きな意義がある。また、

丸１日を研修とすることで外部講師、一般企業と交流しやすい日程を組むことが可能となっており、

教員以外の視点から生徒の取組を評価していただく機会となっている。思わぬ指摘を受けることで、

自分の新たな一面に気づくことができた生徒もいた。   

⑤ 今後の課題 

   研修の内容について、従来１ヶ月前を目安に決定してきたが、今年度は感染症の流行等で突発的に動

きが取れなくなる事態があったため、強化研修までの進路関連の学習を前年度の段階から総合的に計画

し、調整を行いたい。また、進路活動終了時に進路強化研修の意義等について振り返りをさせ、その効

果について具体的に分析したいと考えている。 

 

(4) 室蘭工業大学連携授業 

① 目的 

    出前授業を核として教科等横断型学習を実施し、工学やモノづくりの情報に触れることで大樹町の

科学技術産業に興味・関心をもつ生徒を増やす。 

② 対象生徒 

    １学年 33 名、２学年 27 名 

③ 活動の概要 

    令和５年度は室蘭工業大学の清水一道副学長に来校し

ていただき、２時間分（1 時間の授業を２学年分）出前授

業を行った。令和６年２月末にも同様の時程で出前授業を

行う予定である。 

   ア 令和５年 12 月 12 日（火）３校時（２学年） 

     「工学の最先端－ロケット工学概論－」と題して講義

を行った。はじめに、工学とは何を学ぶ学問なのか、高

校で学ぶ物理がどう応用されているのか説明を行った。

その後、機械の耐久性やエネルギー利用を題材に、定量的な評価の方法や設計による工夫について

数式を用いた説明を行った。最後に、航空機やロケットへの応用として、空気力学、推進力学、誘

導制御について、動画を交えた説明を行った。 

   イ 令和５年 12 月 12 日（火）４校時（１学年） 

     「ものづくり産業－自動車工学概論－」と題して講義

を行った。はじめに、清水教授の自己紹介があり、工学

とは何を学ぶ学問なのか、社会にどう貢献しているの

か、どんな人が工学部へ進むのか説明を行った。その後、

モノづくりや金属の加工法について歴史や意義の説明

を行った。最後に、エンジンの動作、車体の材料と部品

の加工法、車輪やワイパーの動きの制御といった機械工

学の応用例について、動画を交えた説明を行った。 
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④ 成果及び評価 

    高校側と大学側での事前打ち合わせで、大学側が提供できるコンテンツ、高校側が生徒に紹介して

ほしい内容、本校生徒の興味関心についてすり合わせることができたので、昨年度の講義よりも生徒

が関心を持って話を聞き、結果として理解度が増していた。 

事前に資料をデータでいただくことで、生徒は講義の概要をある程度把握することができた。教員

は講義の内容が高校での学習とどうつながるのか予測でき、事前・事後の教科の授業の中でやや難解

な部分のフォローを行ったり、テーマを掘り下げたりすることができた。 

生徒の振り返りを見ると、「世界の歴史をたどりながら、様々な角度から工学を学べてとても面白か

った。」「身近なものにも化学や数学が使われていて驚いた。」「エネルギーについて自分たちで調べた

後だったので、関係している部分があって面白かった。」「工学について興味がなかったけど、お話を

伺うことで専門的なことを学ぶ楽しさに気付けた。」「機械系、電気系、建築系、科学系など、様々な

人が協力して物をつくっていることが分かった。」といった記述があり、教科間の学習の繋がりを意識

させたり、モノづくりへの興味を引き出すことができたといえる。 

⑤ 今後の課題 

    本校生徒の実態に合わせた講義を行ったが、理系分野の専門的な面白さを伝えるためには、どうし

ても数式や複雑な図解を用いる場面があるため、理系分野に興味をもっていた生徒とその他の生徒で

熱量に差が出てしまう場面があった。 

    講師の清水教授はモノづくりの第一線で活躍している教授であり、他では聞くことができない貴重

な講義をしていただいたが、研究等の本業が忙しくスケジュール調整に苦慮した。清水教授には昨年

度から数えて５回も来校していただいたが、講義の題材や伝えたいメッセージについて重複があると

いった指摘を一部生徒から受けた。今後は、持続可能性の面からも清水教授以外の室蘭工業大学の方

にも協力を仰ぎながら連携授業を進め、年度ごとに多様なコンテンツを展開したい。 
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４ 大樹スタンダードにおける取組  

 

(1) ＣＳＴ（コミュニケーション・スキル・トレーニング） 

① 目的 

   ア 第１学年 

・自他の個性を受容する柔軟な心を持ち、互いに高め合える集団を作る。 

  ・自らの可能性に気付き、様々な場面で主体的に挑戦する意欲と行動力を育む。 

   イ 第２学年 

    ・自他の個性を受容する柔軟な心を持ち、互いに高め合える集団を作る。 

    ・様々な場面で自ら挑戦する意欲と行動力を育む。 

   ウ 第３学年 

    ・自分の行動が周りにどのような影響を与えるかを考えて行動する意識を育てる。 

    ・自己管理能力の育成。 

② 対象生徒 

    １学年 33 名、2 学年 27 名、3 学年 23 名 計 83 名 

③ 活動の概要 

    １学年 第１回目：令和５年 ５月 29 日（月）５～６校時 

        第２回目：令和５年 11 月 ２日（木） ５～６校時 

    ２学年 第１回目：令和５年 ５月 23 日（火） ５～６校時 

        第２回目：令和５年 10 月 12 日（木） ５～６校時 

    ３学年 第１回目：令和５年 ５月 31 日（水） ５～６校時 

        第２回目：令和 5 年 10 月 18 日（水）５～６校時 

 

１学年             ２学年              ３学年 

 

 

   

 

 

  

＜リラクゼーション体験＞    ＜相手への効果的な伝え方＞      ＜心をひとつに＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜スクールカウンセラー講話＞     ＜ペーパータワー作り＞     ＜自分の力で生きていく＞ 
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④ 成果及び評価 

   ア １学年 ・聞き方について学ぶ、自分の伝えたいことを上手に伝える 

・インターンシップに向けビジネスマナーを身につける 

十勝南部の様々な中学校から来ている集団が１年 A 組になりまだ日も浅い 5 月下旬。緊張感も漂

うなか、自他の個性を受容する柔軟な心を持ち、互いに高め合える集団を作ることを目標に CST を

計画・実施した。 

第１回目は、５月にそれぞれの考え方があることを理解し、他者を理解するとともに、自分の思

いも伝えることや、発想や価値観・自己概念が異なる人たちと合意形成していく中で、自己概念の

違いに気付くことを目指して実施した。最初のワーク「つながりを作ろう」では、非言語でグルー

プを作るのに時間を要したが、クラスの中からリーダーとなり、その場を仕切ることのできる生徒

が現れた。次のワーク「聞き上手」では、聞く態度について学んだ。話し合いをする準備段階とし

て、自分の話を聞いてもらうことの嬉しさや、相手の話に耳と心を傾けじっくり話しを聴く態度を

身に付つけることができた。本時間のメインである「4 人の体験」では、それぞれの立場でどの人

物に好感をもったか、それを先程のグループで共有し、自分と異なる考え方をする人について、受

容、またなぜそのような考えに至ったかについて共有した。生徒はグループワークに慣れており、

自分の意見を発表する・相手の意見を聞くなどが、スムーズにできていた。 

なお、スクールカウンセラーの勝崎一也氏にもＣＳＴを見ていただき、最後に生徒へ助言いただ

いた。生徒もいつも接している教員とは違う立場の大人からの話を真剣に聞き、良い刺激になって

いた。 

第２回目は、11 月上旬にインターンシップの実施に向け、対人コミュニケーションについて知るこ

とや、非言語コミュニケーションについて、良好な対人関係を築くことを目指して講義を行い、そ

の後ワーク「話し上手になろう～話すことの意味・技術」を実施した。 

また、インターンシップで起こりうるさまざまな場面に対応するコミュニケーション力を身に付

けるため、場面を想定してロールプレイを実施した。 

1 年を通して、様々な特性を持つクラスメイトを何気なくフォローして、困っている場合には教

員や周りのクラスメイトに相談をし、早期に対応し解決することができた。何事も起きないわけで

はなく、その時々で生徒たちが考えて動くことができるような集団になってきている。 

イ ２学年 ・「お題に合わせて素早く並ぼう」「ジェスチャーしりとり大会」「ペーパータワーにチャ

レンジ」 

・「状況に応じて素早く整列」「相手が受け入れやすいような伝え方」「義守大学生との交

流時における適切な関わり方」 

上手なコミュニケーションを実践する上で心掛ける４つの指針「どの場面においても丁寧語で会

話をしよう」「相手の意見は一先ず受け止めよう」「自分の意見を押しつけないようにしよう」「自分

の良かった点、仲間の素晴らしかった点を見つけよう＆認めよう」を“ＣＳＴ４ヵ条”として提示し、

種々のトレーニングに取り組んだ。 

第１回目の前半は、自分の意見を自分の力で相手に伝える手段を発見し、試行・実践することを

ねらいとして、難易度別４段階に設定したテーマに沿って制限時間内に整列を完了することと、ジ

ェスチャーしりとりに挑戦した。正確さと迅速さを求め、主体的に自分自身の情報を開示したり、

他者に関する情報を共有し合ったりする様子が見られた。一方で、相手からの言葉掛けを待つ姿が

散見されたものの、しっかりと応答して素早く次の行動に移すことはできていた。会話と筆談を禁

じ手とする設定で取り組んだプログラムにおいては、アイコンタクトや豊かな表情で訴える、描画
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するといった、伝え手側の工夫する場面が見られた。対して、相手の思いを的確に読み取り理解し

ようとする受け手側の懸命な姿も見られた。後半は、自分の意見を臆することなく伝えることと、

仲間の意見を最後までしっかり聞いて受け止めることをねらいとして、規定枚数の A4 用紙のみを

用いてより高く積み上げるプログラムに挑戦した。仲間の得手不得手などを確認し合った上で役割

分担をするグループ、グループ内で出た全てのアイディアを紙面に書き出したり試作したりしなが

ら進めるグループ、人前での発言が苦手な心情に寄り添いながら圧迫感を与えないよう努めて仲間

に意見を求めるグループ、作業途中で倒壊した際に励ましの言葉を掛け合いながら再挑戦するグル

ープなど、終始相手を思いやりながら取り組む姿が見られた。様々な対話の手段があること、“ＣＳ

Ｔ４ヵ条”を心掛けることにより落ち着いて相互にコミュニケーションを図ることが可能であるこ

とを学ぶことができていた。 

第２回目は、前回に引き続く“４ヵ条”に「相手からの問い掛けに必ず反応しよう」を加えた“ＣＳ

Ｔ５ヵ条”を踏まえて活動に取り組むこととした。台湾見学旅行に向けて、義守大学の学生との交流

を想定したコミュニケーションと、想定しうるトラブルおよび対応策についての事前確認をコンセ

プトに、相手が受け入れやすいような伝え方を考察した。前半は、「話しやすい人・話しにくい人の

例」と「そのように感じる理由」について、各自の経験や日頃心掛けていることを振り返り、仲間

と意見交換をした。その結果、ゆっくりとした話し方、声の強弱、マイナス表現に値する語彙の不

使用、言葉尻まではっきりと話す、会話をする際の表情に気を配ることにより、「穏やかに伝えるこ

とが相手にとって受け入れやすい状況を生み出す」ことに気付くことができ、これをクラス全員で

共有していくことを確認した。後半は、大学生に向けて３部門に分かれて日本の文化を紹介する活

動の準備およびシミュレーションの取り組みを経て、プレゼンテーションのリハーサルに挑戦した。

前半活動を踏まえながら、言語、年齢の異なる相手が受け入れやすいような伝え方を検討し、グル

ープごとに共通理解を図りながらシミュレーションに取り組んだ。さらに、他部門の仲間を相手に

リハーサルを行い、互いに良かった点や改善点について意見交換を行い、各部門内ならびにクラス

全体で課題を共有した。自分と他者との考え方や受け取り方にギャップがあることに気付くことが

できていた。 

普段の学校生活や学校行事において、相手を慮らず一方的に話す、相手を急かしたり責め立てた

りするといった言動は見られなくなってきた。また、柔和な表情で穏やかに声を掛け合う、相手の

発言を一先ず受け止める、目標達成に向けて仲間と気持ちを合わせようと努力する場面が見られる

ようになってきた。 

ウ ３学年 ・心を一つに～チームビルディング～・グループとチームの違いは何か 

・ソーシャルスキルトレーニング～自分の力で生きていくために必要なこと～ 

第１回目の前半は、グループからチーム（共通の目的を持った組織）へとクラスを成長させる

ために、非対面型→対面型（非言語：表情、アイコンタクト）→対面型（＋身振り・言語）を実

践した。後半は、学校祭に向けて互いの意思を尊重したコミュニーケーションの在り方を考える

ことを念頭に、ロールプレイを通して KJ 法でグループの意見をまとめた。 

第２回目は、自立について考えることをゴールに、グループ内で発表を行い、最後に全体で発表

をすることで意見の共有をした。卒業後の自立を意識させるために、「社会的自立」「生活的自

立」「精神的自立」「経済的自立」の４つのキーワードを提示し、残りの学校生活の目標を立てさ

せた。 

どの活動にも意欲的に取り組み、グループワークの際には生徒・教員問わず他者に対して寛容

で、非常に協力的であった。もともと欠席が少なく、普段から良好な人間関係ができているクラ
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スで、些細なことでも何かを学ぼうとする姿勢が見られた。 

⑤ 今後の課題 

全体的に見ると落ち着いた学校生活を送ることができているが、個々の抱える課題はそれぞれ大き

い。学習に関すること、生活に関すること、心身に関すること、家庭に関することなどさまざまであ

る。中でも本校生徒の大きな課題と感じるのは、「自己肯定感」の低さ、「助けを求める力」の弱さで

あると考えている。 

 このＣＳＴの取り組みが、この時間だけのものにならないようにするために、日頃からの生徒との

関わりやＣＳＴの要素を意識した授業を展開するなどの継続指導が必要で、教員にそのスキルが求め

られる。教員研修を行い、共通理解を図ることも必要であると感じる。また、本校では子ども理解支

援ツール『ほっと』を活用するなどして教育相談を充実させ、生徒一人一人に寄り添い、向き合いな

がら、伴走者としての役割を意識し取り組んでいる。 
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(2) 共生社会ワークショップ 

① 目的 

    身近な社会課題を体験的に学ぶことで、自らの生活に関連する諸問題について探究する手法     

を身につけるとともに、意見の違う個々人が共感的感情や合意を形成する活動の過程を学び、それら

の意義を理解する。 

② 対象生徒 

    ２学年生徒 27 名 

③ 活動の概要 

    本活動は、藤女子大学人間生活学部人間生活学科准教授の松田剛史氏を講師に招き、2023 年（令和

５年）11 月 13 日（月）３～４校時に実施された。 

生徒を７グループ（各３～４名程度）に分け、前半では自らの「７年前」「７年後」を想定し、その

想定を他者と共有することで、SDGs の目標達成の年である 2030 年を自分ごととしてとらえること

をめざした。後半では、特定の図（SDGs 17 のアイコン）を説明等を付さずに示して、それをもとに

自由な発想を意見交換することで、各人の意見の違いを意識させた。なお、生徒間の意見共有につい

ては、模造紙への記入と発表のほか、成果物である模造紙を座席に残して自由に見て回り、考えたこ

とを付箋に書いて貼り付けさせる等の形式を用いて行われた。さらに、アイコンにタイトルを付け直

す作業や、アンケートに回答させる作業を通じて、異なる意見に共感し、それらをまとめ、合意を形

成する手法についても実践的に学習させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 成果及び評価 

    受講した生徒たちは「人によって見るものが同じでも感じ方が違うことに気づくことができた、今

まで一緒にいた人でも知らないところがあって新しい一面を発見することができた。」「固定概念がな

くなった。」などとアンケートに回答しており、同じ事象についても各人に意見の違いが存すること、

その意見を共有しアイディアを出し合うことで合意を形成できることを理解させることができたと考

えている。 

また、「７年前」「７年後」を意識させたことにより、「自分の過去、現在、未来のことを考えること

で自分の性格や人物像を知ることができた。」などのコメントにみられるように、自己理解の進展とい

う成果もみられた。 

ここで得られた成果を今後どのように活かしていくかを受講生徒に問うたところ、「SDGs の目標を

達成するために、自分にできることはあるかを改めて考えるきっかけになると思いました。」「課題研

究の時に他の人から意見をもらったりしていろいろな立場から物事を見られそうだと考えた。」等の

解答があり、自らの生活に関連する諸問題について探究する手法を身につけるという目標についても、

一定程度達成できたと評価している。 
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⑤ 今後の課題 

    共生社会ワークショップは探究的な手法を学びつつ合意形成の手法や意義を理解させる上で有意義

であり、今後も同水準の講座を継続的に実施していくことを希望したい。また、今年度は高校側担当

者、学年団の教員ともに、講座実施の内容と効果等についての情報共有や理解が十分でなかった部分

があり、生徒への事前指導が不十分であった。生徒の学習効果をさらに高いものとするために、この

講座で学んだ手法を用いることができる場面を講座の前後に意識的に設定し、「手法を身につける」と

いう学習目的を教員と生徒が共有する等の方策を講じる必要がある。  
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Ⅲ 成果概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



71 

 

１ 成果概要図 

 

 


